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(57)【要約】
【課題】 インナレースの内径部と保持器内径との間の
摺動抵抗を低減したスラストころ軸受を提供する。
【解決手段】　スラストころ軸受10は、アウタレース13
の折曲げ部25がハウジング2の円筒状内周面2bに案内さ
れるアウタレースガイドで使用されている。インナレー
ス12の折曲げ部22に、インナレース12の折曲げ部22と保
持器15の内径部との間に潤滑油を供給可能とする貫通孔
27が形成されている。
【選択図】　　図１



(2) JP 2010-159787 A 2010.7.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ともに環状に形成されたインナレースおよびアウタレースと、両レース間に配置された
複数のころと、複数のころを保持する保持器とを備えており、インナレース内径部に設け
られた短円筒状の折曲げ部と保持器の内径部とが嵌め合わされることで両者が分離不可能
とされているスラストころ軸受において、
　インナレースの折曲げ部に、インナレースの折曲げ部と保持器の内径部との間に潤滑剤
を供給可能とする貫通孔が形成されていることを特徴とするスラストころ軸受。
【請求項２】
　インナレースの折曲げ部内周面に、軸受外部空間と貫通孔とを連通する連通溝が形成さ
れていることを特徴とする請求項１のスラストころ軸受。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、自動車の変速機などで使用されるスラストころ軸受に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スラストころ軸受として、ともに環状に形成されたインナレースおよびアウタレースと
、両レース間に配置された複数のころと、複数のころを保持する保持器とを備えており、
インナレース内径部に設けられた短円筒状の折曲げ部と保持器の内径部とが嵌め合わされ
ることで両者が分離不可能とされているものが知られている（特許文献１）。
【０００３】
　自動車の変速機で使用されているスラストころ軸受の潤滑は、通常、回転軸内部を通路
として循環する潤滑油によって行われており、潤滑油は、インナレースの折曲げ部とアウ
タレースの内径部との間にある隙間からスラストころ軸受内部に供給され、インナレース
の外径部とアウタレースの外径部との間にある隙間から排出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－４１２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　自動車で使用されるスラストころ軸受では、回転トルク低減による低燃費化への貢献が
課題となっている。上記特許文献１のスラストころ軸受によると、ころと各レースとの間
に確実に潤滑油が供給されることで、この部分での回転損失は極めて小さいものとなって
いるが、保持器の内径とインナレースの折曲げ部との間に生じる回転損失については考慮
されていない。
【０００６】
　すなわち、保持器と両レースとが一体化されているスラストころ軸受では、保持器内径
とインナレースの折曲げ部とが接触・摺動するため、その摺動抵抗により回転損失が発生
するが、保持器の内径とインナレースの折曲げ部との間への潤滑油の供給が十分なもので
はなく、回転トルク増加の一因となっている。このような摺動抵抗による回転損失は、保
持器と両レースとが一体化されているスラストころ軸受だけでなく、保持器とインナレー
スとが一体化され、アウタレースがこれらと分離可能とされているスラストころ軸受でも
、同様に発生する。
【０００７】
　この発明の目的は、インナレースの内径部と保持器内径との間の摺動抵抗を低減したス
ラストころ軸受を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　この発明によるスラストころ軸受は、ともに環状に形成されたインナレースおよびアウ
タレースと、両レース間に配置された複数のころと、複数のころを保持する保持器とを備
えており、インナレース内径部に設けられた短円筒状の折曲げ部と保持器の内径部とが嵌
め合わされることで両者が分離不可能とされているスラストころ軸受において、インナレ
ースの折曲げ部に、インナレースの折曲げ部と保持器の内径部との間に潤滑剤を供給可能
とする貫通孔が形成されていることを特徴とするものである。
【０００９】
　インナレースは、通常、回転軸の端面に取り付けられて、回転軸とともに回転する。ア
ウタレースは、例えばキャリアなどのハウジングに取り付けられ、ハウジング等に固定さ
れていることがあり、また、ハウジング等に対して回転可能とされていることもある。保
持器は、通常、両レースに対して、相対回転可能とされる。
【００１０】
　スラストころ軸受の潤滑は、例えば、回転軸の端部に供給された潤滑剤（潤滑油）がイ
ンナレースの折曲げ部とアウタレースの内径部との間から軸受内部に供給され、この潤滑
剤がインナレースの外径部とアウタレースの外径部との間から排出されることで行われる
。この発明のスラストころ軸受では、インナレースの折曲げ部に貫通孔が形成されている
ので、回転トルク増加要因となるインナレースの折曲げ部と保持器の内径部との摺動面に
上記の潤滑剤が十分行き渡るものとなり、この摺動面に潤滑剤膜が確保されることで、摺
動抵抗の増大が回避され、このような貫通孔がない従来のものに比べて、摺動抵抗が低減
する。
【００１１】
　貫通孔は、等間隔（例えば、９０°おき）に４つ設ければよく、その数は、４つに限ら
ず、６つでも８つでもよく、等配に限られるものでもない。貫通孔は、例えば、円形とさ
れるが、軸方向または周方向に長い長孔でもよく、方形の孔であってもよい。
【００１２】
　アウタレースは、インナレースと略対称に形成されて、その外径部に短円筒状折曲げ部
が形成されているものとされることがあり、折曲げ部なしとされることがある。前者のも
のでは、アウタレースの折曲げ部の内径に保持器の外径が嵌め合わされることで、インナ
レースだけでなくアウタレースも保持器と一体とされ、後者の場合、アウタレースは、一
体とされたインナレースおよび保持器に対して分離可能とされる。両レースと保持器とが
一体のものは、アウタレースの折曲げ部がハウジングの内周に嵌め合わせられて、インナ
レースの折曲げ部の径方向の動きを規制するものがないアウタレースガイドで使用される
ことがあり、また、アウタレースの折曲げ部の径方向の動きを規制するものがなく、イン
ナレースの折曲げ部が回転軸の端部に形成された小径軸部に嵌め合わせられて規制される
インナレースガイドで使用されることがある。アウタレースが分離可能とされたものは、
インナレースガイドで使用される。
【００１３】
　保持器の形状は、特に限定されるものではない。例えば、保持器は、プレス成形によっ
て成形した１対の環状鋼板からなるものとされることがあり、また、プレス成形によって
成形した１枚の環状鋼板からなるものとされることがある。
【００１４】
　プレス成形によって成形した１枚の環状鋼板からなる保持器は、径方向内方から外方に
向かうに連れて何回か屈曲させられていることが好ましく、この場合、保持器がその最小
径部分に円筒状折曲げ部を有し、この折曲げ部がインナレースの折曲げ部に嵌め合わせら
れていることがある。このような構成では、保持器の折曲げ部の内周面とインナレースの
折曲げ部の外周面とが軸方向の広い範囲にわたって接触しやすいことから、摺動による回
転損失が生じやすくなっており、この発明は、このような保持器を使用する場合に特に有
効である。
【００１５】
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　インナレースの折曲げ部が回転軸の端部に形成された小径軸部に嵌め合わせられて規制
されるインナレースガイドでの使用では、スラストころ軸受外部から貫通孔に通じる潤滑
剤通路がインナレースの折曲げ部と回転軸との嵌め合わせによって閉鎖されることになる
ので、この場合には、インナレースの折曲げ部内周面（回転軸の小径軸部に接触している
面）に、軸受外部空間と貫通孔とを連通する連通溝が形成されていることが好ましい。連
通溝は、各貫通孔ごとに設けられ、通常、貫通孔から軸方向外方に真っ直ぐのびるように
形成される。このようにすることで、インナレースガイドにおいても、インナレースの折
曲げ部と保持器の内径部との間に潤滑剤を確実に供給することができる。このような連通
溝が設けられたスラストころ軸受は、インナレースガイドでの使用に限定されるものでは
なく、アウタレースガイドとしても好適に使用することができる。なお、連通溝は、回転
軸の小径軸部に形成してもよく、この場合は、インナレースガイドでの使用であっても、
インナレースの折曲げ部の連通溝は省略することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明のスラストころ軸受によると、インナレースの折曲げ部に、インナレースの折
曲げ部と保持器の内径部との間に潤滑剤を供給可能とする貫通孔が形成されているので、
回転トルク増加要因となるインナレースの折曲げ部と保持器の内径部との摺動面に潤滑剤
が十分行き渡り、この摺動面に潤滑剤膜が確保されることで、摺動抵抗の増大が回避され
る。したがって、このような貫通孔がない従来のものに比べて、摺動抵抗が低減し、回転
トルク低減による低燃費化への貢献が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、この発明によるスラストころ軸受の第１実施形態を示す縦断面図である
。
【図２】図２は、この発明によるスラストころ軸受の第２実施形態を示す縦断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　この発明の実施の形態を、以下図面を参照して説明する。
【００１９】
　図１は、この発明のスラストころ軸受の第１実施形態を示している。
【００２０】
　このスラストころ軸受(10)は、環状に形成されて回転軸(1)の端面(1a)に当接するイン
ナレース(12)と、環状に形成されて回転軸(1)の端面(1a)に平行なハウジング(2)等の内面
(2a)に当接するアウタレース(13)と、両レース(12)(13)間に配置された複数の針状ころ(1
4)と、複数の針状ころ(14)を保持する保持器(15)とを備えている。
【００２１】
　インナレース(12)は、Ｌレースと呼ばれることがあり、回転軸(1)の軸線に直交する（
端面(1a)に平行な）インナレース本体部(21)と、このインナレース本体部(21)の内径部か
らアウタレース(13)側に向かってのびる短円筒状の折曲げ部(22)と、折曲げ部(22)の端部
から径方向外方へのびる保持器抜止め用の環状突起(23)とからなる。折曲げ部(22)には、
周方向に所定間隔で計４つの貫通孔(27)が設けられている。
【００２２】
　アウタレース(13)は、Ｊレースと呼ばれることがあり、インナレース(12)に対し、針状
ころ(14)を挟んで略対称に形成されており、回転軸(1)の軸線に直交する（端面(1a)に平
行な）アウタレース本体部(24)と、アウタレース本体部(24)の外径部からインナレース(1
2)側に向かってのびる短円筒状の折曲げ部(25)と、折曲げ部(25)の端部から径方向内方へ
のびる保持器抜止め用の環状突起(26)とからなる。
【００２３】
　インナレース(12)およびアウタレース(13)は、鋼板をプレス成形することによって一体
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に形成されている。
【００２４】
　各針状ころ(14)は、軸受中心を中心として放射状に配置されるとともに、保持器(15)の
ポケット(34)に軸方向の両側へ抜け出さないように保持され、その周面がインナレース(1
2)およびアウタレース(13)の各本体部(21)(24)の内面に当接させられている。
【００２５】
　保持器(15)は、薄い鋼板を素材として打ち抜き・プレス成形加工によって一体加工した
もので、内径側環状板(31)と、外径側環状板(32)と、これら両環状板(31)(32)の周方向に
所定の間隔を隔てて掛け渡された複数の柱部(33)と、これら隣接する柱部(33)の間に形成
された複数のポケット(34)とを備えている。
【００２６】
　保持器(15)は、径方向に複数回屈曲させられており、これにより、各柱部(33)は、断面
略Ｍ字状に形成され、また、内径側環状板(31)の内径周縁には、短円筒状の折曲げ部(31a
)が形成されている。
【００２７】
　インナレース(12)とアウタレース(13)とは、インナレース(12)の環状突起(23)がアウタ
レース本体部(24)と非接触となるように、また、アウタレース(13)の環状突起(26)がイン
ナレース本体部(21)と非接触となるように、保持器(15)を介して組み付けられている。
【００２８】
　この組付けに際し、保持器(15)の内径側環状板(31)の折曲げ部(31a)がインナレース(12
)の折曲げ部(22)に沿うようになされている。そして、インナレース(12)の環状突起(23)
の外径が保持器(15)の内径側環状板(31)の折曲げ部(31a)の内径よりも大きくなされてい
るとともに、アウタレース(13)の環状突起(26)の内径が保持器(15)の外径側環状板(32)の
外径よりも小さくなされていることにより、保持器(15)と各レース(12)(13)とが軸方向分
離不可能とされている。
【００２９】
　このスラストころ軸受(10)によると、針状ころ(14)と各レース本体部(21)(24)とによっ
て、回転軸(1)の軸線方向の荷重を支えることができ、この状態でインナレース(12)およ
びアウタレース(13)が相対回転すると、針状ころ(14)が回転し、回転軸(1)に対する摩擦
抵抗が軽減される。
【００３０】
　図１に示すスラストころ軸受(10)は、アウタレース(13)の折曲げ部(25)がハウジング(2
)等の円筒状内周面(2b)に案内されるアウタレースガイドで使用されており、インナレー
ス(12)の折曲げ部(22)の内径側は空間となっている。
【００３１】
　図１において、スラストころ軸受(10)の潤滑は、矢印で示すように、回転軸(1)の端部
に供給された潤滑油がインナレース(12)の折曲げ部(22)とアウタレース(13)の内径部との
間から軸受内部に供給され、この潤滑油がインナレース(12)の外径部とアウタレース(13)
の折曲げ部(25)との間から排出されることで行われる。そして、このスラストころ軸受(1
0)では、インナレース(12)の折曲げ部(22)に貫通孔(27)が形成されているので、潤滑油は
、矢印で示すように、貫通孔(27)からもスラストころ軸受(10)内部へ流れ込むことが可能
であり、回転トルク増加要因となるインナレース(12)の折曲げ部(22)と保持器(15)の内径
部（内径側環状板(31)の折曲げ部(31a)）との摺動面に潤滑油が十分行き渡るものとなり
、この摺動面に潤滑油膜が確保されることで、摺動抵抗の増大が回避され、このような貫
通孔がない従来のものに比べて、摺動抵抗が低減する。
【００３２】
　図２は、この発明のスラストころ軸受の第２実施形態を示している。
【００３３】
　このスラストころ軸受(11)は、環状に形成されて回転軸(1)の端面(1a)に当接するイン
ナレース(12)と、環状に形成されて回転軸(1)の端面(1a)に平行なハウジング(2)等の内面
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(2a)に当接するアウタレース(13)と、両レース(12)(13)間に配置された複数の針状ころ(1
4)と、複数の針状ころ(14)を保持する保持器(15)とを備えている。
【００３４】
　第２実施形態のスラストころ軸受(11)は、第１実施形態のスラストころ軸受(10)がアウ
タレースガイドで使用されているのに対し、インナレースガイドで使用されているもので
あり、以下では、第１実施形態と同じ構成には同じ符号を付してその説明を省略し、相違
点のみを説明する。
【００３５】
　この実施形態のスラストころ軸受(11)は、回転軸(1)の端面(1a)に設けられた小径軸部(
1b)にインナレース(12)の折曲げ部(22)が嵌め合わされるようになされており、アウタレ
ース(13)の折曲げ部(25)の外径側は空間となっているインナレースガイドで使用されてい
る。
【００３６】
　これに対応して、インナレース(12)の折曲げ部(22)に周方向に所定間隔で設けられた各
貫通孔(27)から軸方向外方に真っ直ぐのびる連通溝(28)が追加されている。
【００３７】
　インナレースガイドでの使用では、スラストころ軸受(11)の外部から貫通孔(27)に通じ
る潤滑油通路がインナレース(12)の折曲げ部(22)と回転軸(1)との嵌め合わせによって閉
鎖されることになるが、この実施形態では、連通溝(28)が形成されていることによって、
インナレースガイドであっても、矢印で示すように、連通溝(28)および貫通孔(27)を介し
て、インナレース(12)の折曲げ部(22)と保持器(15)の内径部（内径側環状板(31)の折曲げ
部(31a)）との間に潤滑油を確実に供給することができる。
【００３８】
　なお、上記各実施形態では、保持器(15)と両レース(12)(13)とが軸方向分離不可能とさ
れているが、アウタレース(13)をアウタレース本体部（環状板）(24)だけからなるものと
して、分離不可能とされたインナレース(12)および保持器(15)から分離可能としてもよい
。
【符号の説明】
【００３９】
(10)(11)　スラストころ軸受
(12)　　　インナレース
(13)　　　アウタレース
(14)　　　針状ころ
(15)　　　保持器
(22)　　　折曲げ部
(27)　　　貫通孔
(28)　　　連通溝
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【図１】 【図２】
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